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決算概要

●2023年度決算（単体）は増収減益。経常利益、当期純利益ともに業績予想を上回った

●貸出金利息増加や外貨運用利回り上昇等により増収となる一方、外貨調達コスト増加等により減益

2022年度 2023年度 前年度比

業務粗利益 28,160 24,651 △ 3,508

コア業務粗利益 29,669 27,309 △ 2,359

資金利益 32,671 34,703 2,032

役務取引等利益 △ 727 △ 1,187 △ 459

その他業務利益 △ 2,274 △ 6,206 △ 3,931

国債等債券損益 △ 1,508 △ 2,657 △ 1,149

経費 20,514 20,742 227

業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 7,646 3,909 △ 3,736

コア業務純益 9,154 6,567 △ 2,587

コア業務純益（除く投資信託解約損益） 9,152 6,368 △ 2,783

一般貸倒引当金繰入① 134 － △ 134

業務純益 7,512 3,909 △ 3,602

臨時損益 65 3,171 3,105

貸倒償却引当費用② 944 334 △ 609

株式等関係損益 734 3,320 2,586

その他臨時損益 275 185 △ 90

経常利益 7,577 7,080 △ 497

特別損益 △ 167 △ 817 △ 649

当期純利益 4,886 4,509 △ 377

信用コスト（①＋②） 1,078 334 △ 743

（百万円）

※各計数については、単位未満を切り捨てした値を記載しているため、
資料上の数値を用いて計算した増減数値と表示の値が異なる場合
があります。次ページ以降同様。

主な増減要因等

・・・ 貸出金利息増加や外貨運用利回り上昇等により増加

・・・ 貸出債権の良化により前年同期比△7億円

・・・ 一部の逆ザヤとなっている外貨建債券を売却

・・・ 業績予想43億円を上回った

・・・ 業績予想64億円を上回った

・・・ 市況の改善により株式売却益を計上

・・・ 外貨調達コストの増加により減少

・・・ 資金利益は増加したが、その他業務利益の減少等に
より前年同期比△25億円となった

・・・ 店舗統廃合による減損を計上
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預金等・貸出金の状況

●預金等（末残）は、計画値を上回る、前年度比+256億円の増加

●貸出金（末残）は、中小企業向け貸出が増加し、前年度比+149億円の増加

主体別 預金・譲渡性預金（末残）の推移
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開示債権・信用コストの状況

●事業者の経営改善支援に努めた結果、開示債権比率は1％台を維持

●信用コストは、低位で安定推移

※開示債権の残高については、単位未満を四捨五入して表示している。

開示債権の推移
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自己資本・配当の状況

●自己資本額は安定した利益計上により順調に増加

●24年度から始まる新中期経営計画においては、安定配当を基本とし配当性向30％以上を目指す

（円、％）
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連結決算の状況

2023年度 2022年度 連単差※
前年度比 増減率

経常収益 65,163 +13,036 +25.0% 52,127 4,605

経常利益 7,909 △ 445 △5.3% 8,354 829

親会社株主に帰属する当期純利益 5,055 △ 336 △6.2% 5,391 546

※連結と単体の差を記載しております。

㈱愛媛銀行（本・支店98店、出張所12店、子会社15社）

●ひめぎんビジネスサービス㈱（現金等の精査・整理業務、特定取引先の集金業務等）

●㈱ひめぎんソフト（コンピューターのソフト開発及び販売、コンピューターによる情報処理等）

●ひめぎんリース㈱（リース業務、投資業務等）

●㈱愛媛ジェーシービー（クレジットカード業務、信用保証業務等）

●㈱西瀬戸マリンパートナーズ（シップファイナンスの高度化支援、海事産業事業者の交流促進等）

持分法適用の非連結子会社9社

連結子会社5社

●えひめガイヤ成長産業化支援ファンド投資事業有限責任組合（農林水産業への投資業務）

●投資事業有限責任組合えひめベンチャーファンド2013（ベンチャー企業への投資業務）

●えひめアグリファンド投資事業有限責任組合（農業法人への投資業務）

●えひめ一次産業応援投資事業有限責任組合（一次産業への投資業務）

●せとうちSDGｓ投資事業有限責任組合（瀬戸内地域において、ＳＤＧｓを経営に取り組む非上場企業への投資業務）

●合同会社コラボローン西瀬戸1（船舶に係る金銭債権取得、保有及び処分）

●合同会社コラボローン西瀬戸2（船舶に係る金銭債権取得、保有及び処分）

●合同会社コラボローン西瀬戸3（船舶に係る金銭債権取得、保有及び処分）

●合同会社コラボローン西瀬戸4（船舶に係る金銭債権取得、保有及び処分）

（単位：百万円）

持分法非適用の非連結子会社1社

● ㈱フレンドシップえひめ（インターネット、カタログ及びその他通信ネットワークを利用した販売業務等）



本資料は、決算の概要や経営方針等のご案内を目的としたもので、

当行が発行する有価証券の投資勧誘あるいは取引の推奨を目的

とするものではありません。

将来の業績を保証するものではなく、経営環境の変化などによって

異なる可能性があることにご留意ください。

愛媛銀行 企画広報部

TEL 089-933-1111 FAX 089-933-1027

ホームページアドレス https://www.himegin.co.jp/

お問い合わせ先


